
• z~2 (lensed) quiescent銀河 (MRG-S0851) のspatially-resolved SEDを見
ると、中心部 (< 1 kpc) に星形成の兆候が見られた。

• UVJ色選択では見落としてしまうごく最近の星形成 (rejuvenation) を
FUV (~1400A) で捉える新たな条件を提案。
•  Quiescent銀河の1%が合致。

Quench後に星形成を起こした銀河の色選択
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Figure 5
• MRG-S0851はslow 

quenchingしながら、
z~3辺りで
quiescentに。

• しかし、その後中
心付近はz~1.9か
ら再度星形成。

Figure 1
• 測光のみ SFRはz~9からslow 

quenchする傾向。
• 測光 + WFC3 Grism z~2からSFRが

(中心ほど) 増加する傾向が見えた。
• 総星質量 (1e11M*)の~0.5%に寄与。

•  Early formation + late (central) 
rejuvenation (Figure 5)

Figure 3
• MRG-S0851 は

• UVJ図ではSFとQuiescentの中間。
• UVJ選択銀河と比べて、FUV, NUVでexcess。

• FUV選択銀河は、UVJ図ではSF～Quiescentに
またがる。
• SF: young (0.6 Gyr) & dusty
• Q : old (2.4 Gyr) & less-dusty

• FUVもselectionに加えれば、MRG-S0851のよう
な種族を選択できる。
• Massive quiescent銀河の~1%が該当。

• JWST等による高感度分光による検証が必要。


